平成１６年度　全国鉄構工業協会　青年部会連絡協議会

第５回理事会　議事録

日　時 ： ２００４年１２月１８日　１４：００～１８：００

場　所 ： 福岡商工会議所
出席者 ： 近藤（福島）、板垣（山形）、米森（石川）、、山野（茨城）

媚山（北海道）、斎藤（秋田）、苅谷（岐阜）、松下（愛媛）、元尾（佐賀）大井（滋賀）、上野（埼玉）
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：山下（長崎）・富永（福岡）・西（熊本）・宮里（宮崎）

田中（佐賀）・玉城（沖縄）・隈（福岡）
和田（鋼構造出版）
議事録作成：媚山茂信（北海道）

（司会）　副会長

1． 開　会

2． 出席者の確認

3． 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　近藤哲弥
この度の会場は全国大会が長崎なので福岡としました。
鋼材がまだ上がる傾向です。鉄鉱石も倍、炭も倍、船のレートも上がり、来年は一兆円のコスト高になるといわれています。１２２００万トンの生産量ですとトン約１万円は上がります。そうなると我々も１万円上げなければなりません。そのような状況から実務者である我々若手が連絡をとり、手を繋いでいかなければなりません。
　今年度、８００万トンはいくかもしれませんが、何時までも続きません。量によって生きていくのでなく実を上げていかなければなりません。加工費がいくらか上がっていますが、もっと技術面でコストを下げ、構造設計士と工作のしやすさを考え、施主に良い物が必要であれば単価を上げてもらわなければなりません。（施主で安全な建物が必要なのは行政が一番です。）
　メーリングリストによって横のつながりが大切ですし、ボディグロウで利く和と交流が大切です。
4． 各地ブロック活動報告　　　　　≪HPに掲載済。主に市況を簡潔に報告≫

北海道BC
媚山理事より報告
１２月１１日　役員会開催
１月JSCAの支部長に挨拶
２月例会を２月１８日に予定、講師　水泳の田中雅美　
来年３月までの稼働率Ｍ・Ｒで２０～９０％　Ｈは４月まで９０％
鋼材の納期は問題なし。

東北BC
斉藤理事より報告
　　　　　　　１０月　東北サミット開催。
１月にかけて仕事確保、冬場にきて単価の下降が懸念される。

単価にかまわず商社が受注し困っている。
関東BC
山野理事より報告
１月に研修事業開催
群馬は１５～１６万、他は１８～１９万、日本海側の業者が関東にかなり来ている。新潟にボランティア活動へ行くと地元の業者が困ることがある。新潟の為にメーカーで何千トンか確保している話しがある。
北陸BC
米森副会長より報告

　　　　　　　福井県で中国語講座を用意している。

　　　　　　　材料支給の仕事が増えている。

　　　　　　　新会員の募集をしている。

　　　　　　　石川県では板関係の納期が３～４ヶ月かかる。

　　　　　　　建て方込みで６万円前後（重機込み）　
中部BC
苅谷理事より報告
愛知　同業者が減っているため知らない業者から突然見積以来が来る
トヨタ自動車関連で忙しい。

板とコラムが入手難。

　　　　　　　　　板垣：中部の研修事業では意見交換が活発だった。又、組合が全国で一番早くできた。

近畿BC
大井理事より報告
四国ブロックと合同懇親会の開催
　　　　　　　手持ち物件、１月か４月、持っている所とそうでない所二極化している。

　　　　　　　新潟出張報告：新潟は物資が非常に豊富、長岡はほとんど大丈夫ですが、小千谷市は大変そうですし近寄れない地域も有る。　

　　　　　　　板垣：鉄骨が倒れているところはないようだ。

四国BC
松下理事より報告
　　　　　　　高知県　重量鉄骨住宅普及の勉強会に力を入れている。普及もしている。

　　　　　　　徳島県、スプライスの早付け大会を来年も行う。

　　　　　　　２月　第一回全国大会準備委員会の開催予定
　　　　　　　手持ち工事３月まで、ＨからＭに流れる工事多く、一次加工も一杯。
　　　　　　　１５万～１８万で未認定業者が下げて受注しているので対策必要。
中国ＢＣ　　　近藤会長報告

　　　　　　　中国ブロック研修会が松江で行われた。
講師　全構協の伊藤部長「新認定の説明」　山野理事参加
　　　　　　　仕事量は各社差がある。Ｈグレード外は年明けぱっとしない。　　　　　　　

ホームページに理事の方の写真を入れてほしい。
ホームページ担当の方にお願いですが、いくつか問題点が有るので見直しをかけてほしい。
九州BC
元尾理事より報告
ブロック活動　青連協全国大会及び第５回理事会について打ち合わせ。
Ｈは来年４月まで抱えている。Ｍは２～３ヶ月、Ｒは１～２ヶ月。
　　　　　　　
5． 協　議
１）グループ活動報告

（構造設計者関係担当；米森副会長より）

· 今年の全国各地の交流状況を説明。活動してない所は頑張ってほしい。
· ＪＳＣＡのパンフが新しくなりました。

· 鉄鋼技術のリレーエッセイにＪＳＣＡとの交流は大切とゆう記事をのせました。資料配布

· 設計事務所によって図面変更の難しさ説明。自社の物件で大手設計事務所にやりやすい構造に変えるようにお願いしたが、施工しづらいが出来るとゆうことで変更できなかった。
（行政関係担当；板垣副会長より）
· 国土交通省の若手キャリヤと交流が出来た。今から関係づくりが大切ですし何時か役に立つ。
　　　　・　１１月１１日、加藤紘一代議士との２時間の懇談会についての報告。

内容は中国特需と、これからの日本と中国について語っていただいた。

「日本の知的財産が大切」等、我々の仕事と離れた内容だったが、青年世代に対する激励もいただいた。報告書配布
　　　　・　今度、若手のどうゆう人と懇談したら良いか決めていきたい。

　　　近藤：官僚とのパイプに政治家が大切。建設より運輸関係が積極的に陳情されている。　　
　　　板垣：親会の一部に批判もあるが全国大会の必要性を説明。
２）ブロック助成金事業報告
　・　東北ブロック　斉藤理事報告　米森副会長出席
　　　　　１０月２６日　場所　仙台　

　　　　　「鋼材需給について」の講演　講師　住友金属工業　建材室長

ＪＳＣＡの方々と鉄骨造についての研修会。
　　　　　承認されました。

· 中部ブロック　刈谷理事報告　板垣副会長出席

１１月６日　　場所　名古屋

　　　「ＪＡＳＳ６の問題点についての討論会」
　　　　　承認されました

　　
· 北陸ブロック　米森副会長報告　安田副会長出席　

１１月２６日　場所　片山津温泉

講演　丸岡義臣氏「鋼構造の良品質化」
　　　柱仕口が破断するまでの実験をビデオで見せていただいた。

承認されました。

　　　　

· 中国ブロック　山野理事説明　山野理事出席

１１月１３日　場所　松江市

　講演　全構協　伊藤技術部長

「鉄骨製作工場の基準マニアル集（改訂版）勉強会」

承認されました。
　　　　
· 四国ブロック　松下理事報告　大井監事出席

１０月２３日　場所　神戸市

「耐震施設の見学」（震災の記憶を風化させないために）
承認されました。
　　　　　ブロック助成金事業計画

・　関東ブロック　山野理事報告　相馬理事出席予定

場所　太田市　

　　　　　新潟から講師を招き共同積算についての事例を紹介していただく。
　　　　　承認されました。
　　　
· 近畿ブロック

２月２５日に変更

・　九州ブロック　元尾理事報告　近藤会長出席予定
　　　　２月１１日　場所　福岡　サンパレス　予定

　　　　　

３）全構協事業について

　　近藤会長
２月４日～６日の後継経営者（幹部）研修について
　　・研修内容の概略説明。

・参加者現在５４名ですが７０名予定。

・５年ぐらい継続予定

刈谷理事：今後、全構協の事業と重ならない日程にしてほしい。

・全構協としては会費は負担しない。

6． 報告・依頼・確認事項

Ａ）全国大会準備の経過報告　元尾理事
　・オブザーバー　九州ブロック７名紹介　　　
山下会長（九州）・富永会長（福岡）・西会長（熊本）・宮里会長（宮崎）

田中会長（佐賀）・玉城会長（沖縄）・隈事務局長（福岡）
· 会場説明
· 予備登録現在２０６名　家族１７名　子供１２名、

· ＯＢ現在３名出席、その他はこれから連絡します。

· １月末を閉め切ります。

· 青連協の事業報告は何時まとまりますか。
板垣：２月末までにまとめます。

西　：３月末に印刷します。

富永：協賛は現在６３社ぐらい、目標１２０万

米森：全構協の賛助会員にも連絡必要
刈谷：前泊も高いハウステンボスですか

元尾：長崎とか近郊の町でも良いと思います。

· 記念講演はまだ決まっていませんので急ぎます。

近藤：全国会長会議の中身は青連協で決めます。その他については九州らしさを出して下さい。

板垣：九州ブロックの全国会長会議担当者を決めて下さい。
・会長会議のテーマについて意見下さい。

山野：JSCAと鋼材をからめたテーマにしたらどうですか
　　　近藤：海外から安い材料の仕入れ状況について説明。

大井：材料の事は各社で違うので一般的な議論で終わってしまう。
　　　構造設計者との質疑応答が良い。

上野：後継経営者の研修会が有りますが、それにつながる内容にしたらどうですか。
斉藤：材料をテーマ（他国のメーカーを呼ぶ等）

　　　又、商社の受注に関して問題点を話し合う。
媚山：継続事業であるＪＳＣＡとの交流会をテーマにしたら良い。各地での活動を発表する場がない、まとめも必要。
松山：業界のピーアールの仕方に不満有り、その点について討論又は勉強してはどうですか。

刈谷：会議が一部の人の話しのみで終わってるので、テーブルを小さくしてテーマを決めて発表する。会長会議の後もメーリングでやりとりしながら
　　　継続出来るようにしたらどうですか。

元尾：技術的なテーマでなく、日本の公共事業も減っているので、今後どうしたらよいか話し合ったらどうですか。

米森：構造設計者との交流会について全国会長に発表してもらう。
板垣：鋼材問題は入れてほしい。後継者にこの業界に入ってほしいと思うが、この問題は大切です。これからまだ上がる鋼材について詳しい方を招きたい。
上野：全国統一活動を決めたが、この場の一時間しか、各地での発表する場がない。

斉藤：全国統一活動の構造設計についてはやるべき。
大井：鋼材に関しては、現状データを資料で提出したらどうか。
米森：方針に対して、話しを吸い上げるのが会長会議。

　　　　　

　７．閉　会

※　次回理事会の開催　

「第６回理事会」２００５年２月１９日（土）　１４：００～
　　　　　　　　東京・鐵構工業組合　
